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日米英の経済再開状況とマーケットの反応

2021年7月20日

図2：日米英の新型コロナウイルス新規感染者数
期間：2020年1月22⽇～2021年7月18⽇、⽇次

ポイント① 日米英の経済再開状況

英国では国民の50％以上がワクチン接種を完了し
ていることを受け、7月19⽇に人口の大部分を占め
るイングランド地方で新型コロナウイルスに関するほぼ
全ての規制が解除されました。ソーシャルディスタンス
とマスク着用義務の廃止、ナイトクラブや飲食店の営
業も再開しました。政府は新型コロナウイルスと「共
生」する姿勢を⽰しています。米国でも英国同様に
ワクチン接種率が50％程度に達しており、サービス
業を中心に経済再開の動きが加速しています。一方、
わが国では、ワクチン接種率が欧米に比べて遅れて
いることもあり、東京都では4度⽬となる緊急事態宣
言が発出され、東京オリンピックも大半が無観客開
催となるなど、再び規制が強化されています。

ポイント② 新型コロナウイルスの感染状況

新型コロナウイルスの新規感染状況を⾒ると、英国
では6月から再び急増しており、1⽇あたりの新規感
染者数が今年1月のピークに迫る勢いです。米国で
はワクチン接種状況に地域差があり、接種が進んで
いない中西部や南部の州で変異株中心に感染が
再拡大しているようです。そして、わが国でも6月後
半から新規感染者数が増加しています。なお、⽇米
英ともに、感染者数は増えているものの、死者数は
以前のようには増えておらず、ワクチン普及の効果が
出ているようです。

ポイント③ 足元で調整するマーケットの行方

規制解除と感染再拡大の狭間で足元の株式市場
には幾分かの動揺が⾒られており、先週来、各市場
共に調整局面にあります。しかし、ワクチン効果で死
者数が以前のように増えなければ、一定の安心感も
出てくることで、英国が⽬指す「共生」に向かいながら、
マーケットも落ち着きを取り戻していくでしょう。

図1：日米英のワクチン接種完了率
期間：2021年1月11⽇～2021年7月18⽇、⽇次

※数字は人口100万人あたり、7⽇移動平均
（出所）Our World in Dataより野村アセットマネジメント作成

図3：日米英の株式市場の推移
期間：2020年12月30⽇～2021年7月19⽇、⽇次
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（出所）Our World in Dataより野村アセットマネジメント作成

（出所）ブルームバーグ・データを基に野村アセットマネジメント作成
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